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岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
西

に
奥
羽
山
脈
、
東
に
北
上
高
地
の
山
並

み
が
連
な
る
花
巻
市
。
四
季
ご
と
に
美

し
い
自
然
風
景
を
見
せ
る
こ
の
ま
ち
は
、

詩
人
・
童
話
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
宮

沢
賢
治
の
故
郷
で
あ
る
。

市
と
協
定
を
結
び 

空
き
家
の
管
理
を
代
行

　
平
成
29
年
４
月
26
日
、
花
巻
市
Ｓ
Ｃ

と
花
巻
市
は
「
空
家
等
の
適
正
な
管
理

の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
空
き
家
の
適
正
な
管
理

を
促
進
す
る
た
め
、
諸
事
情
に
よ
り
所

有
す
る
空
き
家
の
管
理
を
自
ら
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
（
市
外
在

住
者
含
む
）
に
対
し
、
管
理
業
務
を
行

う
事
業
者
と
し
て
市
が
花
巻
市
Ｓ
Ｃ
を

紹
介
、
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
所
有
者
に

代
わ
っ
て
空
き
家
の
現
状
確
認
や
草
刈

り
、
枝
切
り
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
管

理
が
不
十
分
な
空
き
家
を
減
ら
し
、
安

全
で
安
心
な
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
促
進
を
図
る
。

　
花
巻
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
こ
の
空
き
家
管

理
代
行
事
業
を
宮
沢
賢
治
に
ち
な
ん
で

「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
空
家
等
管
理
代
行
事

業
」
と
命
名
。
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
と
は
宮

沢
賢
治
に
よ
る
造
語
で
、
賢
治
が
岩
手

を
モ
チ
ー
フ
に
心
象
世
界
で
つ
く
り
上

げ
た
〝
理
想
郷
〟
を
指
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
登
録 

市
外
在
住
の
所
有
者
に
Ｐ
Ｒ

　
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
空
家
等
管
理
代
行

事
業
」
の
初
年
度
（
平
成
29
年
度
）
の

実
績
は
受
注
件
数
３
１
４
件
、
契
約
金

額
５
３
６
万
７
６
９
８
円
と
、
好
調
な

滑
り
出
し
を
見
せ
た
。
令
和
６
年
度
に

は
受
注
件
数
４
５
５
件
、
契
約
金
額
７

６
８
万
３
５
３
６
円
と
な
り
、
業
績
は

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
注
に
つ
な
げ
よ

う
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利
用
料
金
を
記

載
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
。
市
が
空
き
家

の
所
有
者
に
対
し
て
適
切
な
管
理
を
依

頼
す
る
文
書
を
送
付
す
る
際
に
、
チ
ラ

シ
を
同
封
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
空
き

家
の
所
有
者
に
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
図

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
サ
ー
ビ
ス
は
花
巻
市
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
登
録
さ
れ
て

お
り
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
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　花巻市ＳＣは平成29年に市と協定を締結し、空き家管理
代行事業を始めた。冬季には除雪作業を行うなど、ニーズ
に即したサービスを提供している。サービス利用者の声を
逐一伝えることで就業会員のモチベーションが高まり、そ
れが心のこもったサービス提供を促進、相互の信頼関係構
築に寄与しているという。会員の手厚い対応は、継続的な
受注にもつながっており、業績は堅調に推移している。

会
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
の
心
の
交
流

公
益
社
団
法
人

花
巻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
岩
手
県
）
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ま
で
に
合
計
72
件
の
受
注
が
あ
っ
た
。

晴
山
弘
之
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は「
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
す
る
こ
と
で
、

故
郷
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
空
き
家
の
所

有
者
に
も
『
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
で
花
巻
市
に
貢
献
し
た
い
』
と
い
う

思
い
を
抱
い
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
語
る
。

除
雪
作
業
な
ど 

地
域
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
も

　
本
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

空
き
家
の
所
有
者
が
セ
ン
タ
ー
に
直
接

申
し
込
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
セ
ン
タ

ー
が
所
有
者
に
空
き
家
の
状
況
な
ど
を

詳
し
く
確
認
し
た
上
で
契
約
を
結
ぶ
。

　
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
空
家
等
管
理
代
行

事
業
」
で
は
、
空
き
家
、
空
き
地
、
墓

に
つ
い
て
、
基
本
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

希
望
に
応
じ
て
追
加
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
。
基
本
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は
そ

れ
ぞ
れ
１
回
３
５
０
０
円
（
税
込
み
）

で
、
追
加
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は
見
積
も

り
に
よ
る
。
詳
細
は
次
の
通
り
（
料
金

は
い
ず
れ
も
１
回
分
、
税
込
み
）。

●
基
本
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

〈
空
き
家
〉

　
建
物
外
観
の
現
状
確
認

　
草
や
庭
木
の
繁
茂
状
況
確
認

　
不
法
侵
入
や
不
法
投
棄
物
の
確
認

　
郵
便
物
等
の
確
認

　
屋
外
水
栓
の
通
水
確
認

（
作
業
後
は
、
現
状
写
真
お
よ
び
報
告

書
を
発
注
者
に
送
付
）

〈
空
き
地
〉

　
空
き
地
の
現
状
確
認

（
作
業
後
は
、
現
状
写
真
お
よ
び
除
草

等
の
見
積
書
を
発
注
者
に
送
付
）

〈
墓
〉

　
草
等
の
繁
茂
確
認

　
除
草
お
よ
び
墓
石
の
清
掃
（
４
㎡
以

下
に
限
る
）

（
作
業
後
は
、
作
業
前
後
お
よ
び
作
業

中
の
写
真
、請
求
書
を
発
注
者
に
送
付
）

●�

追
加
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
料
金
の
目

安
（
処
理
代
、
花
代
等
は
別
途
）

〈
空
き
家
、
空
き
地
共
通
〉

　
除
草（
手
作
業
）：
９
０
７
５
円
～

　
草
刈
り（
機
械
作
業
）：
１
万
３
９
５

円
～

　
庭
木
・
枝
切
り
：
１
万
３
９
５
円
～

　
窓
換
気
：
４
０
５
６
円
～

　
ガ
ラ
ス・室
内
清
掃：７
７
０
０
円
～

　
建
物
小
修
繕
：
１
万
１
５
５
０
円
～

〈
墓
〉

　
墓
守（
墓
参
り
等
）：
１
６
８
２
円
～

　
こ
の
ほ
か
冬
季
に
は
、
追
加
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
空
き
家
の
敷
地
お
よ
び
空
き

地
の
除
雪
に
も
対
応
し
て
い
る
（
税
込

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
空
き
家
の
所
有
者
に
知
ら
せ
て
い
る
。
チ
ラ
シ
の
表
（
写
真
上
）
と
裏
（
写
真
下
）

墓
で
は
草
等
の
繁
茂
確
認
や
除
草
、
墓
石
の

清
掃
を
行
う
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み
１
５
４
０
円
～
）。除
雪
作
業
の
様
子

は
全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
情
報
番
組
で

紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
い
ず
れ
の
作
業
に
お
い
て
も
、
安
全

に
業
務
を
遂
行
で
き
る
範
囲
で
行
う
こ

と
と
し
、
安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
空
き
家
、
空
き
地
の
基
本
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
基
づ
い
て

確
認
を
行
い
、
写
真
と
共
に
発
注
者
に

郵
送
。
希
望
に
応
じ
て
メ
ー
ル
送
信
に

も
対
応
し
て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

で
は
、
点
検
項
目
に
お
け
る
異
常
の
有

無
だ
け
で
な
く
、
気
付
い
た
点
が
あ
れ

ば
連
絡
事
項
と
し
て
記
入
し
、
該
当
箇

所
の
写
真
を
提
出
す
る
よ
う
就
業
会
員

に
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
利
用
者
に
満
足
し
て

も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

就
業
会
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
、
準
備

を
整
え
て
い
る
。

　
業
務
課
の
沼
澤
美
英
子
主
任
は
「
就

業
を
希
望
す
る
会
員
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
の
使
い
方
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
記
入
方
法
、
実
際
に
作
業
を
し
て

も
ら
う
際
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
丁
寧
に
説

明
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

利
用
者
の
声
を
就
業
会
員
に
伝
え 

や
り
が
い
に
つ
な
げ
る

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

し
て
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
会
員

の
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
会
員
の
や
り
が

い
に
つ
な
げ
る
た
め
、
利
用
者
の
声
を

会
員
に
逐
一
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る

と
い
う
。

　
沼
澤
主
任
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
空
き
家
の
所
有
者
の
中
に
は
月
に

１
回
、
あ
る
い
は
年
に
数
回
と
定
期
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
く
れ
る
人
も

多
く
、
そ
の
都
度
、
感
謝
の
声
を
寄
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
、
す

ぐ
に
会
員
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
会
員
も
事
務
的
な

連
絡
だ
け
で
な
く
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

に
『
庭
に
桜
が
咲
き
始
め
て
い
ま
す
』

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
書
き
添
え
て
く
れ

た
り
、『
地
域
で
こ
ん
な
催
し
が
あ
り
ま

し
た
』
と
新
聞
の
切
り
抜
き
を
添
付
し

て
く
れ
た
り
と
、
心
の
こ
も
っ
た
対
応

を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
利
用
者
が
喜
ん
で
く
れ

る
。
こ
う
し
た
手
厚
い
対
応
も
、
花
巻

市
を
愛
す
る
会
員
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
こ
の
よ
う
な
心
の
交
流
は
、
信
頼
関

係
の
構
築
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
屋

外
の
管
理
だ
け
を
依
頼
し
て
い
た
利
用

者
か
ら
、
屋
内
の
管
理
も
し
て
ほ
し
い

除
雪
は
降
雪
地
域
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
は
13
の
項
目
に
つ
い
て
確
認
。
気
付
い
た
点
が
あ
れ
ば
記
入
し
、
該
当
写
真
と

共
に
発
注
者
に
知
ら
せ
る
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と
家
の
鍵
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
だ
。
晴
山
事
務
局
長
は
「
利

用
者
と
会
員
の
年
齢
が
近
い
ケ
ー
ス
が

多
い
た
め
、
そ
れ
も
安
心
感
や
親
近
感

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
し
た
こ
と
も
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
強
み
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る 

セ
ン
タ
ー
の
役
割

　
空
き
家
管
理
代
行
事
業
の
仕
事
は
、

空
き
時
間
を
利
用
し
て
自
分
の
好
き
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
作
業
で
き
る
と
あ
っ
て

会
員
に
人
気
が
あ
り
、
就
業
会
員
は
充

足
し
て
い
る
と
い
う
。
沼
澤
主
任
は
、

「
利
用
者
と
の
心
の
交
流
が
、
会
員
の

や
り
が
い
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
丁
寧

な
作
業
に
結
び
付
き
、
さ
ら
に
そ
れ
が

利
用
者
か
ら
の
信
頼
を
深
め
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
こ
の
好
循
環
を
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
最
後
に
晴
山
事
務
局
長
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
担
う
の
は
国
や
県
、
市
、
企
業
な
ど

が
賄
い
き
れ
な
い
〝
隙
間
〟
を
埋
め
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
空
き
家
管

理
は
、
利
益
な
ど
の
面
か
ら
考
え
る
と
、

な
か
な
か
取
り
組
み
づ
ら
い
分
野
だ
と

思
い
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

が
丁
寧
に
心
を
込
め
て
対
応
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
対
応
が
で
き
る

の
も
、
地
域
に
根
差
し
た
セ
ン
タ
ー
で

会
員
が
愛
着
を
持
っ
て
仕
事
に
臨
ん
で

い
る
か
ら
で
す
。
今
後
も
会
員
と
共
に
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

�

（
川
上
和
義
）

事業運営状況� （令和 2年度～令和 6年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男性 女性 全体

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

令和 2 420 238 658 1.7 576
（45,536） 87.5 6,317 221,195 34.2/65.8

3 414 229 643 1.7 567
（47,108） 88.2 6,081 236,459 33.4/66.6

4 411 240 651 1.7 579
（46,850） 88.9 5,898 241,317 33.8/66.2

5 410 267 677 1.8 571
（43,560） 84.3 7,811 244,660 36.2/63.8

6 393 264 657 1.7 541
（43,070） 82.3 5,456 254,056 36.6/63.4

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は請負・委任と労働者派遣事業が対象　　　※就業延人員は労働者派遣事業の教育訓練受講を含む
※令和 ５年度以降は性別未回答の会員がいるため、会員数の男女計と全体は必ずしも一致しない

写
真
右
か
ら
、
晴
山
弘
之
常
務
理
事
兼
事
務

局
長
、
業
務
課
の
沼
澤
美
英
子
主
任

作
業
前
（
写
真
上
）、作
業
後
（
写
真
下
）
の
様
子
。
雑
草
が
生
い
茂
る
庭
も
す
っ
か
り
き
れ
い
に


